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陳
曼
寿
と
日
本
の
漢
詩
人
と
の
交
流
に
つ
い
て

日
　
野
　
俊
　
彦

は
じ
め
に

　

明
治
十
年
代
に
来
日
し
た
陳
曼
寿
（
一
八
二
五
～
一
八
八
四
）
は
、
日
本
で

最
初
に
中
国
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
漢
詩
集
『
日
本
同
人
詩
選
』
の
編
纂
者

で
あ
る
。
陳
曼
寿
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
王
宝
平
・
蔡
毅
・
陳
捷
に
よ
る
研

究
が
あ

（
1
（

る
。
た
だ
、
陳
曼
寿
と
日
本
の
漢
詩
人
た
ち
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
補
う
べ
き
部
分
が
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
日

本
の
漢
詩
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
陳
曼
寿
と
接
し
た
か
を
示
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

一
―

一　

陳
曼
寿
に
つ
い
て

　

陳
曼
寿
に
つ
い
て
は
、
現
在
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
と
は
い
え
な
い
。
こ

の
た
め
、
王
宝
平
に
よ
る
略
伝
の
一
部
を
示
し
、
併
せ
て
補
注
を
行
う
。
文
中

の
（　

）
は
、
王
宝
平
に
よ
る
補
注
で
あ
る
。

　

字
は
味
梅
、
曼
寿
を
号
と
す
る
。
別
号
に
乃
亨
翁
、
寿
道
人
な
ど
が
見

ら
れ
る
。
秀
水
（
現
、
浙
江
省
嘉
興
）
の
人
、
豊
か
な
家
に
生
ま
れ
、
幼

時
か
ら
父
の
薫
陶
を
受
け
、
同
好
と
の
詩
文
の
や
り
取
り
は
毎
日
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。〈
中
略
〉
咸
豊
五
年
（
安
政
二
年
、
一
八
五

五
）
父
を
亡
く
し
、
太
平
軍
に
故
郷
を
陥
さ
れ
て
か
ら
、
生
計
が
衰
退
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。〈
中
略
〉
同
治
十
年
（
明
治
四
年
、
一
八
七

一
）
貢
士
に
な
っ
た
が
、
生
計
が
立
た
ず
、
転
々
と
他
郷
を
流
浪
す
る
生

活
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
長
く
上
海
に
客
寓
し
、
王
冶
梅
や
胡
公
寿
な
ど

の
名
流
と
も
懇
意
で
あ
っ
た
。
書
道
は
冬
心
に
倣
い
、
書
い
た
篆
書
・
隷

書
に
は
古
趣
が
あ
り
、
ま
た
冬
心
を
模
倣
し
た
梅
の
絵
に
は
、
か
す
れ
た

筆
致
で
特
別
の
趣
を
出
し
て
い
る
、
と
い
う
。
生
計
上
の
理
由
と
友
人
の

影
響
を
受
け
て
、
早
く
か
ら
来
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た
ら
し
い
。〈
中

略
〉
光
緒
六
年
（
明
治
十
三
年
、
一
八
八
〇
）、
衛
鋳
生
の
斡
旋
で
い
よ

い
よ
来
日
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。〈
中
略
〉
こ
の
年
の
三
月
一
日
（
太

陽
暦
、
四
月
九
日
）、
五
十
六
歳
の
彼
は
船
に
乗
っ
て
長
崎
、
神
戸
を
経

由
し
て
京
都
に
た
ど
り
着
き
、
暁
翠
楼
に
客
寓
し
た
。
そ
し
て
、
二
年
後

の
光
緒
八
年
四
月
二
十
五
日
（
明
治
十
五
年
、
一
八
八
二
年
六
月
八
日
）

ご
ろ
帰
国
し

（
2
（

た
。

ま
ず
、
王
宝
平
は
陳
曼
寿
を
貢
士
、
す
な
わ
ち
会
試
（
中
央
試
験
）
に
合
格
し
、

ま
だ
殿
試
（
皇
帝
の
面
前
で
行
わ
れ
る
、
最
終
試
験
）
を
受
験
し
な
い
人
と
す
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る
。
し
か
し
、
陳
の
「
乃
亨
翁
歌
」
詩
の
自
注
で
は
「
余
於
辛
未
出
貢
（
余
、

辛
未
に
出
貢
す
）」
と
あ
る
。「
出
貢
」
と
は
、
何
度
も
科
挙
の
試
験
を
受
け
て

落
第
し
た
も
の
を
、
年
齢
や
資
質
に
応
じ
て
順
番
に
北
京
へ
送
っ
た
も
の
。
辛

未
と
は
、
吏
部
が
下
級
官
僚
と
し
て
職
務
を
選
び
、
任
命
し
、
そ
の
任
務
に
就

く
順
番
に
当
た
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
陳
曼
寿
は
貢
士

の
よ
う
な
官
僚
級
で
は
な
く
、
万
年
落
第
者
へ
の
救
済
措
置
を
受
け
て
、
よ
う

や
く
下
級
官
僚
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
辛
未
は
同
治
十
年
（
一
八
七

一
）
で
あ
り
、
蔡
毅
は
陳
曼
寿
の
生
年
を
一
八
二
五
年
と
す
る
の
で
、
四
十
七

歳
と
の
こ
と
と
な
る
。
王
冶
梅
は
陳
よ
り
先
に
来
日
し
た
文
人
画
家
で
、
陳
が

日
本
で
刊
行
し
た
自
分
の
詩
集
、『
味
梅
華
館
詩
鈔
』
の
口
絵
を
描
い
て
い
る
。

暁
翠
楼
は
『
味
梅
華
館
詩
鈔
』
を
刊
行
し
た
、
京
都
に
あ
っ
た
原
田
隆
造
（
号

は
西
疇
）
の
書
斎
名
。
原
田
は
明
治
九
年
頃
ま
で
工
部
省
電
信
寮
に
勤
め
た
後
、

日
本
赤
十
字
社
の
前
身
で
あ
る
博
愛
社
創
立
に
係
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

王
宝
平
の
略
伝
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、
陳
曼
寿
は
太
平
天
国
の
乱
に
よ
り
、

お
そ
ら
く
家
財
や
所
有
し
て
い
た
土
地
を
失
い
、
官
吏
と
な
る
こ
と
も
か
な
わ

ず
、
各
地
の
名
士
に
取
り
入
っ
て
は
自
分
の
書
画
を
売
っ
て
生
活
の
糧
と
す
る

よ
う
な
不
安
定
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
陳
の
「
乃
亨
翁
歌
」
詩

は
、
古
詩
の
形
式
で
書
か
れ
た
、
言
わ
ば
自
叙
伝
で
あ
り
、
来
日
し
て
三
か
月

後
に
は
日
本
の
漢
詩
文
雑
誌
「
新
文
詩
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

（
（
（

る
。
日
本
の
漢
詩

人
た
ち
は
、
こ
の
詩
に
よ
っ
て
陳
曼
寿
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
を
知
っ

た
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
八
十
八
句
に
及
ぶ
長
く
、
様
々
な
典
故
を
織
り
込
ん

だ
詩
を
読
み
手
が
全
て
読
み
解
け
た
と
は
限
ら
ず
、
こ
の
詩
へ
の
小
野
湖
山
・

森
春
濤
に
よ
る
評

（
（
（

語
が
、
詩
の
理
解
へ
の
補
い
、
感
想
と
な
っ
て
い
る
。

　

余
、
曩さ

き

に
西
京
に
在
り
て
、
曼
寿
と
邂
逅
す
。
一
見
し
て
、
其
の

為ひ
と
と
な
り人

を
偉
と
す
。
今
、
此
の
篇
を
読
む
に
、
其
の
平
生
閲
歴
を
詳
ら
か

に
し
、
益

ま
す
ま
す

其
の
人
を
愛
す
。
而
し
て
深
く
其
の
不
遇
を
慨
す
る
な
り
。

（
小
野
湖
山
の
評
）

　

半
生
の
閲
歴
、
了
了
と
し
て
目
に
在
り
。
詩
人
の
窮
、
千
古
一
の
如
し
。

余
輩
も
亦
た
病
を
同
じ
く
せ
ざ
る
を
得
ず
。
相
憐
れ
む
な
り
。（
森
春
濤

の
評
）

「
深
く
其
の
不
遇
を
慨
す
る
な
り
」「
詩
人
の
窮
、
千
古
一
の
如
し
。
余
輩
も
亦

た
病
を
同
じ
く
せ
ざ
る
を
得
ず
。
相
憐
れ
む
な
り
」
と
の
評
語
に
よ
っ
て
、
読

み
手
は
詩
人
の
境
遇
を
理
解
し
、
多
く
は
陳
曼
寿
が
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、

か
つ
て
の
身
分
を
失
い
、
今
は
貧
窮
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に
共
感
を
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
延
い
て
は
陳
曼
寿
の
来
日
の
目
的
が
、
そ
の
困
窮
を
ど
う
に

か
し
て
切
り
抜
け
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
の
に
気
づ
い
た
は
ず
で
あ
る
。
困

窮
の
内
に
あ
る
こ
と
は
日
本
の
多
く
の
漢
詩
人
た
ち
も
同
様
で
あ
り
、
各
地
の

名
家
を
訪
ね
て
は
詩
の
添
削
、
揮
毫
を
行
い
、
そ
の
報
酬
を
生
活
の
糧
と
し
て

い
た
。
は
る
ば
る
日
本
に
ま
で
来
て
、
生
活
の
糧
を
得
よ
う
と
す
る
陳
曼
寿
に

対
し
て
強
い
同
情
を
し
た
に
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
陳
曼
寿
が
か
つ
て
高
位
の
官
僚
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
明
治
十
三
年
七
月
十
五
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
は
次
の
よ
う
な
記
事

が
あ

（
5
（

る
。

　

清
国
浙
西
の
陳
曼
寿
氏
は
明
経
と
呼
ば
れ
、
最
も
詩
文
を
能
く
し
、
篆

隷
彫
刻
に
も
巧
に
、
曽
て
翰
林
院
待
詔
五
品
官
た
り
し
が
、
頃
ろ
西
京
姉

小
路
上
る
麩
屋
町
俵
屋
に
止
宿
。
諸
名
士
と
応
酬
。（
後
略
）
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明
経
は
貢
生
（
地
方
か
ら
選
抜
さ
れ
て
、
中
央
政
府
に
推
薦
さ
れ
た
も
の
）
の

敬
称
で
あ
り
、
陳
曼
寿
も
そ
う
称
さ
れ
る
資
格
を
持
つ
。
し
か
し
、
彼
が
赴
任

し
た
翰
林
院
待
詔
は
、
宮
中
の
文
書
の
書
写
や
校
正
を
行
う
役
職
、
し
か
も
官

位
は
最
下
級
の
従
九
品
で
あ
り
、
記
事
の
よ
う
な
五
品
官
で
は
な
か
っ
た
。
こ

の
記
事
が
単
な
る
誤
解
か
、
意
図
し
て
作
ら
れ
た
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、

人
々
の
陳
曼
寿
へ
の
接
す
る
姿
勢
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

　

当
時
、
諸
外
国
に
関
す
る
情
報
量
・
伝
達
方
法
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

陳
曼
寿
に
つ
い
て
も
、
多
少
虚
実
の
入
り
交
じ
っ
た
形
で
日
本
の
漢
詩
人
た
ち

は
陳
曼
寿
を
見
て
い
た
と
し
て
も
、
致
し
方
の
な
い
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

一
―

二　

湖
山
の
見
た
陳
曼
寿

　

春
濤
は
陳
曼
寿
と
直
に
接
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
湖
山
は
評
語
に
も
見

え
る
よ
う
に
、
京
都
で
陳
曼
寿
と
対
面
を
し
て
い
る
。
ま
た
、『
味
梅
華
館
詩

鈔
』
の
序
文
の
代
わ
り
と
し
て
手
紙
を
寄
せ
る
な
ど
、
関
係
が
深
い
。
そ
の
一

端
を
湖
山
の
「
庚
辰
帰
展
日
録
」
か
ら
見
る
。

　

湖
山
は
明
治
十
三
年
四
月
七
日
か
ら
五
月
十
日
に
か
け
て
、
滋
賀
県
長
浜
市

に
あ
る
両
親
の
墓
と
、
京
都
に
あ
る
梁
川
星
巌
の
墓
の
墓
参
り
を
行
い
、
そ
の

記
録
を
「
庚
辰
帰
展
日
録
」
と
し
て
残
し
て
い
る
。
こ
の
日
録
は
後
に
湖
山
の

詩
集
、『
湖
山
消
閑
集
』（
明
治
十
四
年
一
月
刊
）
の
附
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て

い
（
（
（

る
。
そ
の
中
か
ら
陳
曼
寿
に
関
す
る
部
分
を
抜
き
出
す
。

　

明
治
十
三
年
四
月
二
十
三
日
条　

舎
主
（
日
野
補
注　

湖
山
が
宿
泊
し

た
俵
屋
の
主
人
）、
余
に
語
り
て
曰
く
「
支
那
の
客
有
り
。
別
楼
に
在
り
。

曰
く
陳
曼
寿
。
曰
く
衛
鋳
生
。
余
乃
ち
之
に
見ま

み

え
る
に
、
原
田
西
疇
座
に

在
り
て
、
介
を
為
す
。
鋳
生
は
数
月
前
東
京
に
在
り
て
、
数

し
ば
し
ば

見
ゆ
。
一

別
し
て
以
て
天
涯
と
為
す
に
、
今
日
復
た
邂
逅
す
。
実
に
奇
縁
為
り
。
曼

寿
、
袖
中
を
探
し
、
岸
吟
香
の
上
海
自よ

り
余
に
寄
す
る
書
を
出
し
て
、
且

つ
曰
く
「
弟
は
葉
松
石
家
に
於
い
て
、
蓮
塘
唱
和
（
補
注　
『
蓮
塘
唱
和

集
』
は
、
湖
山
ら
が
不
忍
池
の
蓮
を
観
賞
し
、
詠
ん
だ
詩
の
詩
集
。
明
治

六
年
八
月
刊
）
を
読
む
。
早つ

と

に
名
を
記
す
な
り
」
と
。
亦
た
奇
遇
な
り
。

曼
寿
の
為ひ

と
と
な
り人

、
清
癯
沈
静
に
し
て
、
尋
常
の
漫
遊
の
士
に
非
ざ
る
な
り
。

　

同
月
二
十
六
日
条　

午
後
、
会
し
て
宮
川
坊
不
老
亭
に
飲
む
。（
中

略
）
清
人
陳
・
衛
二
子
を
邀む

か

ふ
。（
後
略
）

　

同
月
二
十
七
日
条　

陳
・
衛
二
子
に
見
ゆ
。
衛
は
病
醒
む
る
も
起
つ
能

は
ず
。
陳
は
方
に
俛べ

ん

焉え
ん

と
し
て
細
字
を
書
す
。
余
、
之
を
煩
は
す
を
欲
せ

ず
。
乃
ち
去
る
。
西
疇
来
り
て
曰
く
「
将
に
陳
氏
の
詩
抄
を
刊
せ
ん
と
す
。

余
、
為
に
之
を
慫し

ょ
う

慂よ
う

す
」
と
。

　

同
月
二
十
九
日
条　

早
に
起
ち
て
京
を
発
す
。
書
を
留
め
て
、
陳
・
衛

二
氏
及
び
西
疇
に
別
る
。

陳
曼
寿
が
湖
山
に
見
せ
た
紹
介
文
は
、
お
そ
ら
く
『
朝
野
新
聞
』
記
載
の
も
の

と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
に
は
「
陳
生
隷
書
ヲ
善
ク
ス
、
篆

刻
最
モ
其
所
長
ナ
リ
、
文
事
モ
衛
鋳
生
ノ
右
ニ
在
ル
可
シ
ト
」
と
あ
っ

（
7
（

た
。
ま

た
、
湖
山
に
よ
る
陳
曼
寿
「
別
滬
上
諸
同
人
」
詩
、
蔡
寵
九
「
送
陳
曼
寿
游
日

本
」
詩
の
評
語
を
見
る
と
、
陳
曼
寿
の
来
日
以
前
に
既
に
吟
香
か
ら
陳
曼
寿
に

つ
い
て
紹
介
が
あ
っ

（
8
（

た
。

　

友
人
岸
田
吟
香
、
支
那
上
海
に
滞
在
し
、
書
を
春
翁
に
寄
せ
る
中う

ち

に

「
陳
・
蔡
数
子
の
詩
に
曰
く
『
陳
氏
の
東
游
は
近
き
に
在
り
。
故
に
先
ず
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寄
せ
て
之
を
示
す
』」
と
有
り
。
吁
天
涯
の
比
隣
、
文
士
の
往
来
も
亦
た

是
れ
昭
代
の
化
な
り
。
其
の
事
喜
ぶ
べ
し
。
其
の
人
企
望
す
べ
し
。（
陳

曼
寿
「
別
滬
上
諸
同
人
」）
＊
春
翁
は
森
春
濤
。
企
望
は
強
く
望
む
こ
と
。

　

陳
氏
の
来
遊
已
に
定
む
。
若
し
蔡
氏
を
し
て
亦
た
継
ぎ
て
至
ら
し
め
ば
、

則
ち
亦
た
一
段
の
佳
話
を
添
う
な
り
。（
蔡
寵
九
「
送
陳
曼
寿
游
日
本
」）

吟
香
の
紹
介
状
を
読
み
、
更
に
直
に
接
し
た
と
き
、
湖
山
は
陳
曼
寿
に
対
し
て

深
い
敬
意
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
陳
曼
寿
が
『
味
梅
華
館
詩
鈔
』
の

序
文
を
湖
山
に
請
願
し
た
手
紙
、「
与
湖
山
先
生
（
湖
山
先
生
に
与
う
）」
へ
の

湖
山
の
評
語
に
も
伺
え

（
9
（

る
。

　

近
者
、
西
京
に
在
り
て
、
陳
子
の
逆げ

き

旅り
ょ

に
邂
逅
す
。
匆
卒
の
間
と
雖
も
、

深
く
其
の
為
人
に
服
し
、
而
し
て
其
の
言
の
謙
抑
此
の
如
し
。
人
を
し
て

慚
汗
湿
背
せ
し
む
。

人
柄
の
み
で
は
な
く
、
謙
遜
の
思
い
が
見
え
る
言
動
に
も
、
湖
山
は
感
服
し
て

い
る
。
そ
の
人
柄
に
つ
い
て
も
、「
清
癯
沈
静
に
し
て
、
尋
常
の
漫
遊
の
士
に

非
ざ
る
な
り
」
と
評
し
て
い
る
。「
清
癯
」
は
「
す
っ
き
り
と
し
た
細
さ
」
で

あ
り
、
詩
語
と
し
て
は
梅
や
竹
に
用
い
ら
れ
る
。
梅
は
冬
の
苦
寒
に
耐
え
な
が

ら
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
竹
も
風
雨
の
厳
し
さ
に
耐
え
な
が
ら
、
緑
を
維
持

す
る
。
蘭
・
竹
・
梅
・
菊
を
「
四
君
子
」
と
し
て
称
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

湖
山
の
「
清
癯
沈
静
」
に
は
、
陳
曼
寿
は
礼
節
を
備
え
、
苦
境
に
も
動
じ
な
い

人
物
と
す
る
意
識
が
読
み
取
れ
よ
う
。
ま
た
、
明
の
高
啓
「
青
邱
子
歌
」
の
冒

頭
、「
青
邱
子
臞
而
清
、
本
是
五
雲
閣
下
之
仙
卿
（
青
邱
子
は
臞
に
し
て
清
し
。

本
と
是
れ
五
雲
閣
下
の
仙
卿
な
り
。
臞
は
癯
の
異
体
字
。
五
雲
閣
下
は
五
色
の

瑞
雲
が
た
な
び
く
楼
閣
。
仙
卿
は
仙
界
の
長
官
）」
を
思
い
起
こ
し
、
高
啓
の

よ
う
な
孤
高
の
文
人
の
姿
を
陳
曼
寿
に
重
ね
合
わ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
湖
山
の
陳

曼
寿
を
好
ま
し
く
見
る
さ
ま
は
、「
俛
焉
と
し
て
細
字
を
書
す
」
と
、
依
頼
の

書
を
コ
ツ
コ
ツ
と
ひ
た
む
き
に
書
く
姿
に
も
表
れ
て
い
る
。
湖
山
の
み
で
は
な

く
、
陳
曼
寿
が
滞
在
し
た
京
都
・
大
阪
の
詩
人
た
ち
も
同
様
の
思
い
を
抱
い
た

か
ら
こ
そ
、
次
章
で
示
す
よ
う
な
陳
曼
寿
に
対
す
る
篤
い
支
援
が
生
ま
れ
た
の

で
あ
る
。

二　

陳
曼
寿
の
来
日
前
後
の
足
取
り
、
漢
詩
人
た
ち
と
の

交
流

　

陳
曼
寿
の
来
日
前
後
の
足
取
り
を
ま
と
め
る
と
、
概
ね
次
の
よ
う
に
な
る
。

・�

明
治
十
年
七
月
、
上
海
滞
在
中
の
副
島
種
臣
に
会
う
。「
謝
副
島
種
臣
恵
日

本
橘
」
詩
（『
味
梅
華
館
詩
鈔
』
巻
二
所
収
）
は
こ
の
頃
の
作
か
。「
平
安
堂

旧
蔵
王
冶
梅
・
毛
祥
麟
・
陳
曼
寿
・
斉
玉
渓
寄
書
ま
く
り
」
に
つ
い
て
、
所

有
す
る
古
書
肆
は
「
上
海
滞
在
中
の
副
島
種
臣
の
求
め
に
応
じ
て
明
治
10
年

7
月
18
日
に
書
か
れ
た
も
の
」
と
説
明
す
る
（
実
物
は
未
見
）。

・�

十
三
年
三
月
、『
新
文
詩
』
第
五
十
九
集
に
陳
の
「
別
滬
上
諸
同
人
」
詩
、

蔡
寵
九
「
送
陳
曼
寿
游
日
本
」
詩
が
載
る
。
同
集
末
尾
に
附
さ
れ
た
「
作
家

姓
氏
」
に
は
「
曼
寿　

陳
鴻
誥　

清
国
蘇
州
人
」
と
あ
る
。

・�
同
年
四
月
、
高
砂
丸
（
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
の
ス
ク
リ
ュ
ー
船
。
横
浜
―
神

戸
―
下
関
―
長
崎
―
上
海
間
を
航
行
し
た
）
に
乗
り
、
長
崎
、
神
戸
を
経
て
、

京
都
に
着
く
。「
乗
禿
格
薩
谷
輪
船
、
赴
日
本
。
用
進
退
格
」
詩
、「
由
長
崎

至
神
戸
。
舟
中
看
一
路
山
景
」
詩
、「
三
月
十
一
日
、
与
鋳
老
・
兪
杏
生
・
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朱
季
方
同
遊
諏
訪
山
、
於
酒
楼
小
飲
。
賦
此
紀
事
」
詩
（
い
ず
れ
も
『
味
梅

華
館
詩
鈔
』
巻
二
所
収
）。
諏
訪
山
は
兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
諏
訪
山
町
。

小
野
湖
山
、
京
都
の
俵
屋
に
宿
泊
す
る
陳
曼
寿
と
会
う
。

・�

同
年
五
月
、『
新
文
詩
』
第
六
十
二
集
に
陳
の
書
簡
「
与
湖
山
先
生
」
が
載

る
。

・�

同
年
七
月
、『
新
文
詩
』
第
六
十
四
集
に
「
乃
亨
翁
歌
」
詩
が
載
る
。

・�

同
年
七
月
十
五
日
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
記
事
に
「
清
国
浙
西
の
陳
曼
寿

氏
は
明
経
と
呼
ば
れ
、
最
も
詩
文
を
能
く
し
、
篆
隷
彫
刻
に
も
巧
に
、
曽
て

翰
林
院
待
詔
五
品
官
た
り
し
が
、
頃
ろ
西
京
姉
小
路
上
る
麩
屋
町
俵
屋
に
止

宿
。
諸
名
士
と
応
酬
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

・�

同
年
八
月
、『
味
梅
華
館
詩
鈔
』
刊
行
（
奥
付
に
は
明
治
十
三
年
七
月
廿
七

日
出
版
御
届
／
仝　

八
月
刻
成
と
あ
る
）。

・�

同
年
九
月
二
十
日
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
記
事
に
「
府
下
川
口
自
由
亭
に

寄
留
す
る
支
那
人
陳
曼
寿
は
揮
毫
に
其
妙
を
得
て
居
れ
ば
、
日
々
同
氏
の
門

に
書
を
乞
ふ
者
陸
続
た
り
と
」
と
あ
る
。
自
由
亭
は
、
明
治
元
年
の
大
阪
開

港
と
同
時
に
、
大
阪
市
西
区
川
口
付
近
に
設
け
ら
れ
た
外
国
人
居
留
地
（
旧

川
口
居
留
地
）
に
あ
っ
た
ホ
テ
ル
。

・�

明
治
十
四
年
一
月
、『
新
文
詩
』
第
七
十
集
に
「
謁
楠
公
祠
」
詩
が
載
る
。

・�

同
年
四
月
、
石
橋
雲
来
編
『
雲
来
吟
交
詩
』
第
三
集
刊
行
（
陳
曼
寿
の
詩
三

首
を
含
む
）。

・�

同
年
五
月
～
六
月
、『
新
文
詩
』
第
七
十
四
集
に
「
嵐
山
看
桜
花
。
用
昌
黎

山
石
韻
」
詩
が
載
る
。

・�

同
年
七
月
八
日
～
十
日
。
陳
と
福
原
周
峰
・
土
屋
鳳
洲
が
筆
談
を
交
わ
す
。

そ
の
記
録
を
同
年
十
月
に
土
屋
が
『
邂
逅
筆
語
』
と
し
て
出
版
す
る
。

・�

十
五
年
四
月
二
十
三
日
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
記
事
に
「
風
流
家
の
聞
あ

る
旧
奈
良
県
令
藤
井
千
尋
君
が
発
起
に
て
、
来
月
六
日
七
日
の
両
日
を
卜
し
、

和
州
法
隆
寺
村
に
於
て
書
画
展
覧
大
会
を
催
さ
れ
、
山
中
信
天
・
谷
如
意
・

頼
支
峰
・
江
馬
天
江
・
神
山
鳳
陽
・
清
人
陳
曼
寿
等
の
諸
先
生
も
来
会
し
て

席
上
揮
毫
あ
り
。
又
法
隆
寺
の
宝
物
縦
覧
と
も
さ
せ
ら
る
る
よ
し
な
り
」
と

あ
る
。

・�

十
五
年
中
、
一
時
帰
国
か
。
同
年
春
に
『
日
本
同
人
詩
選
』
凡
例
を
、
冬
に

土
屋
弘
（
鳳
洲
）『
晩
晴
楼
文
鈔
』
序
文
を
執
筆
す
る
。
陳
曼
寿
は
土
屋
の

詩
文
集
『
晩
晴
楼
詩
鈔
』『
晩
晴
楼
文
鈔
』
の
評
者
の
一
人
に
も
な
っ
て
い

る
。

・�

同
年
五
月
、『
新
文
詩
』
第
八
十
三
集
に
「
游
養
老
山
観
瀑
」
詩
が
載
る
。

・�

明
治
十
六
年
三
月
、『
日
本
同
人
詩
選
』
刊
行
（
出
版
人
は
土
屋
弘
。
当
時

の
土
屋
は
大
阪
府
一
等
教
諭
兼
堺
師
範
学
校
長
）

・�

同
年
五
月
～
六
月
、『
新
文
詩
』
第
九
十
四
集
に
陳
の
「
湖
山
先
生
寄
七
十

自
寿
二
律
索
和
即
次
原
韻
」
詩
が
載
る
。

・�

同
年
九
月
以
前
、
土
屋
「
次
陳
曼
寿
所
寄
詩
韻
、
送
其
帰
清
国
」
詩
（『
晩

晴
楼
詩
鈔
』
巻
二
所
収
）
あ
り
。「
癸
未
之
夏
、
築
家
塾
及
小
楼
…
…
以
示

生
徒
」
の
後
、「
九
月
十
五
日
夜
…
…
飲
于
海
楼
」
の
前
に
配
列
さ
れ
て
い

る
。

・�
同
年
十
一
月
？
、
土
屋
弘
の
妻
の
祖
母
の
三
回
忌
、
明
治
十
二
年
七
月
と
明

治
十
四
年
九
月
？
に
亡
く
な
っ
た
土
屋
弘
の
子
供
へ
の
追
悼
の
た
め
に
『
追

思
編
』
を
刊
行
（
藤
田
守
に
よ
る
編
集
・
刊
行
。
私
家
版
）。
陳
曼
寿
は
土
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屋
の
「
外
家
藤
田
太
孺
人
墓
表
」
に
評
語
を
付
し
、「
光
緒
七
年
歳
末
次
辛

巳
孟
冬
、
於
麋
城
客
館
、
得
弘
毅
先
生
手
書
。
知
有
喪
女
之
痛
、
賦
此
唁
之

（
光
緒
七
年
歳
末
次
辛
巳
の
孟
冬
、
麋び

城じ
ょ
う

の
客
館
に
於
い
て
、
弘
毅
先
生
の

手
書
を
得
。
喪
女
の
痛
有
る
を
知
り
て
、
此
を
賦
し
て
之
を
唁と

む
ら

ふ
）」
と
題

す
る
七
絶
二
首
を
寄
せ
て
い
る
。
麋
城
は
大
垣
城
の
別
名
。

・�

明
治
十
七
年
二
月
、
水
越
成
章
編
『
翰
墨
因
縁
』
刊
行
（
陳
曼
寿
の
詩
七
首

を
含
む
）。

・�

同
年
三
月
以
降
、
土
屋
「
聞
陳
曼
寿
病
歿
、
賦
之
遙
奠
」
詩
（『
晩
晴
楼
詩

鈔
』
巻
二
所
収
）。「
甲
申
三
月
念
三
日
…
…
余
得
翹
」
詩
の
後
に
配
列
さ
れ

て
い
る
。

・�

同
年
五
月
六
日
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
記
事
に
「
久
し
く
我
邦
に
渡
り
て

当
川
口
に
寄
寓
し
、
文
士
の
間
に
其
名
を
知
ら
れ
た
る
清
国
人
陳
曼
寿
は
、

去
秋
帰
国
し
て
の
ち
病
気
に
罹
り
、
本
年
二
月
十
八
日
終
に
鬼
籍
に
上
り
し

由
」
と
あ
る
。

・�

明
治
二
十
年
一
月
、
湖
山
の
詩
集
、『
湖
山
楼
詩
』（
清
人
兪
陳
二
家
精
選
と

あ
り
。
兪
は
兪
樾
、
陳
は
陳
曼
寿
）
刊
行
。

こ
の
よ
う
に
時
系
列
で
見
る
と
、
お
そ
ら
く
明
治
十
三
年
ま
で
は
原
田
隆
造
、

十
四
年
か
ら
は
土
屋
弘
が
陳
曼
寿
の
支
援
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

特
に
『
味
梅
花
館
詩
鈔
』
が
来
日
後
わ
ず
か
四
か
月
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
、
そ

こ
に
は
湖
山
ら
の
序
文
・
序
詩
、
王
冶
梅
の
口
絵
、
江
馬
天
江
ら
の
跋
文
が
あ

る
こ
と
か
ら
見
る
と
、『
味
梅
華
館
詩
鈔
』
の
刊
行
は
来
日
以
前
か
ら
計
画
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
序
跋
等
に
姿
が
見
え
な
い
が
、
岸
田
吟
香
が
仲
介

役
と
な
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
原
田
と
刊
行
へ
の
手
順
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
原
田
隆
造
は
『
味
梅
華
館
詩
鈔
』
の
刊
行
以
外
に
は
、
藤
本
鉄
石
の
追
悼

会
の
様
子
を
記
し
た
『
薦
場
余
録
』
が
あ
る
の
み
で
、
彼
自
身
の
詩
文
集
は
刊

行
さ
れ
な
か
っ
た
。『
日
本
同
人
詩
選
』
に
お
い
て
も
、
僅
か
四
首
し
か
取
ら

れ
て
お
ら
ず
、
詩
人
と
し
て
の
才
能
は
高
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
春
濤
が
編
集
・
刊
行
を
し
て
い
た
『
新
文
詩
』
が
来
日
直
後
か
ら
陳

の
詩
を
度
々
掲
載
し
て
、
そ
の
知
名
度
を
上
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
判
る
。
そ

し
て
、
小
野
湖
山
・
江
馬
天
江
・
福
原
周
峰
ら
の
京
都
・
大
阪
・
美
濃
を
基
盤

と
す
る
詩
人
た
ち
に
よ
る
支
援
も
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
京
都
で
刊
行
さ
れ
た

詞
華
集
『
雲
来
吟
交
詩
』
第
三
集
所
収
の
詩
人
た
ち
、
同
時
期
に
美
濃
で
刊
行

さ
れ
た
漢
詩
人
の
漢
詩
文
雑
誌
『
鷃あ

ん

笑し
ょ
う

新し
ん

誌し

』
所
収
の
詩
人
た
ち
の

（
（（
（

名
が
、

『
日
本
同
人
詩
選
』
に
多
く
見
え
る
こ
と
も
裏
付
け
と
な
る
。
な
お
、
京
都
に

つ
い
て
は
江
馬
天
江
、
尾
張
・
美
濃
に
つ
い
て
は
森
春
濤
、
ま
た
は
小
野
湖
山

が
ま
と
め
役
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
細
や
か
な
交
流
が
、

『
日
本
同
人
詩
選
』
を
編
纂
す
る
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　
『
日
本
同
人
詩
選
』
の
構
成
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
陳
曼
寿
が
ど
の
よ
う
に
編
纂
を
行
っ
た
か
を
、
そ
の
凡
例
か
ら
見

（
（（
（

る
。

【　

】
内
は
日
野
に
よ
る
概
略
。

　

一
、
日
本
は
同
文
の
国
為
り
。
都
人
士
は
経
を
秉と

り
、
雅
を
酌
み
、
文
采
煥

然
な
り
。
余
、
東
土
に
游
び
、
文
字
を
以
て
訂
交
す
る
者
、
其
の
人
に
乏
し
か

ら
ず
。
惜
し
む
所
は
足
跡
の
限
り
有
り
て
、
安
く
ん
ぞ
一
国
の
詩
と
人
と
を
挙
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げ
て
、
偏
く
観
て
尽
く
識
る
を
得
ん
。
故
に
是
の
編
は
専
ら
相
識
る
の
人
の
所

に
就
き
、
意
を
蒐
輯
に
加
う
。
間ま

ま

神
交
の
諸
君
の
筆
札
時
に
通
ず
る
者
も
有
り

て
、
亦
た
編
入
と
為
す
。
以
て
他
日
相
見
る
の
券
と
作な

さ
ん
。

【
採
録
の
範
囲
の
限
界
。
面
識
の
あ
る
人
の
作
品
を
主
と
し
た
こ
と
。
但

し
、
一
部
に
は
面
識
が
な
い
が
、
書
簡
な
ど
に
記
さ
れ
た
も
の
（
投
稿
さ

れ
た
も
の
）
か
ら
採
っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
。】

　

一
、
近
来
の
諸
家
の
選
本
日ひ

び

出
で
、
名
作
已は

な
は

だ
美よ

く
、
収
む
る
に
勝
え
ず
。

然
れ
ど
も
声
調
格
律
に
於
い
て
は
、
即
ち
近
体
の
中
に
も
亦
た
錯
誤
有
り
て
、

而
る
に
古
体
は
則
ち
尤
も
甚
し
き
者
な
り
。
是
の
編
の
選
ぶ
所
、
皆
な
前
人
の

矩く

矱わ
く

に
合
わ
せ
、
縦た

と

ひ
微
瑕
有
ら
ば
、
冒
昧
を
揣は

か

ら
ず
、
均
し
く
一
々
酌
正
を

為
す
。【

詞
華
集
の
刊
行
に
よ
り
、
日
々
優
れ
た
作
品
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
平
仄
な
ど
に
お
い
て
は
、
誤
り
が
あ
る
。
特
に
古
詩
に
お
い
て
は
そ

の
誤
り
が
多
い
た
め
、
中
国
で
の
伝
統
的
な
古
詩
の
平
仄
に
つ
い
て
の
規

則
に
基
づ
き
、
手
直
し
を
し
た
こ
と
。】

　

一
、
贈
答
の
倡
和
諸
什
は
、
半
ば
酬
応
に
属
し
、
選
に
列
せ
ざ
る
べ
き
が
似ご

と

し
。
是
の
編
の
其
の
佳
な
る
者
を
択
び
て
、
割
愛
す
る
に
忍
び
ず
。
以
て
一
時

の
詩
筒
来
往
の
盛
ん
な
る
を
見あ

ら
わ

す
。

【（
自
分
へ
の
）
贈
答
の
詩
は
、
挨
拶
の
詩
と
い
う
性
格
上
、
詩
選
に
採
録

す
べ
き
で
は
な
い
が
、
採
録
し
て
、（
自
分
と
日
本
の
漢
詩
人
た
ち
と

の
）
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
の
証
と
す
る
こ
と
。】

　

一
、
編
中
に
登
る
所
、
僅
か
に
一
二
首
の
み
見
る
者
有
り
。
因
り
て
其
の
人

の
曽
て
識
面
す
と
雖
も
、
而
し
て
未
だ
其
の
全
稿
を
見
ず
。
或
ひ
は
詩
冊
の
上

録
に
於
い
て
之
を
得
。
或
ひ
は
友
人
の
借
り
る
処
に
於
い
て
之
を
抄
す
。
其
の

姓
氏
を
存
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
詩
の
精
粗
は
、
姑
ら
く
置
き
て
論
ず
る
勿
か
れ
。

【
詩
の
採
録
に
つ
い
て
は
、
孫
引
き
の
域
を
出
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
。

交
流
の
あ
っ
た
詩
人
の
名
を
記
す
こ
と
に
留
意
を
し
た
い
の
で
、
詩
そ
の

も
の
の
価
値
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
こ
と
。】

　

一
、
是
の
編
は
爵
秩
年
歯
を
論
ぜ
ず
、
相
識
の
先
後
を
以
て
序
と
為
す
。
逐

時
選
に
登
ら
せ
て
授
梓
し
、
嗣
刻
続
出
せ
ん
。

【
詩
人
の
配
列
は
身
分
や
年
齢
で
は
な
く
、
面
識
の
順
番
に
拠
っ
た
こ
と
。

更
に
詩
を
選
ん
で
、
続
刊
を
出
版
し
た
い
こ
と
。】

　

一
、
是
の
編
の
輯
す
る
所
の
詩
は
、
悉
く
諸
君
の
手
抄
の
居
に
贈
ら
る
る
に

係
わ
る
こ
と
多
く
、
他
処
に
録
得
す
る
者
有
る
を
聞
く
。
筆
墨
の
餘
間
の
匆
匆

な
る
編
次
な
れ
ば
、
魯
魚
亥
豕
免
れ
ざ
る
所
有
り
。
尚
ほ
諸
君
の
閲
後
の
函か

ん

致ち

を
望
み
て
更
に
改
め
ん
。

【
選
ん
た
詩
が
自
分
宛
に
送
ら
れ
た
書
簡
に
拠
る
た
め
、
他
書
に
も
採
録

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。
慌
た
だ
し
い
編
集
・
刊
行
の
た
め
、
誤

植
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
採
録
さ
れ
た
諸
子
か
ら

の
返
信
で
改
訂
し
た
い
こ
と
。】

�

壬
午
春
日
鴛
湖
詩
老
陳
曼
寿
識
す

　

全
体
を
見
る
と
、
詩
の
選
択
の
範
囲
を
説
明
す
る
な
ど
、
概
ね
穏
当
な
も
の

と
い
え
る
。
但
し
、
第
三
条
に
お
い
て
、
詩
の
応
酬
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
こ

と
は
注
意
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
付
し
た
「『
日
本
同
人
詩
選
』
作
者

一
覧
」
に
採
録
さ
れ
た
詩
の
数
、
そ
の
中
で
陳
曼
寿
へ
の
贈
答
さ
れ
た
詩
の
数
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を
示
し
た
が
、
陳
曼
寿
へ
献
呈
し
た
詩
は
目
立
っ
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
の
追
従
と
と
ら
れ
る
恐
れ
は
あ
る
。
第
三

条
で
言
及
し
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

陳
曼
寿
と
漢
詩
人
た
ち
と
の
交
流
が
細
や
か
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
彼
宛
の
詩
が
収

録
さ
れ
る
の
は
当
然
の
結
果
と
い
え
る
。

　

次
に
掲
載
詩
数
の
順
番
、
各
巻
の
巻
頭
に
誰
が
置
か
れ
た
か
に
つ
い
て
述
べ

た
い
。
別
表
の
「
掲
載
詩
数
順
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
漢
詩
壇
の
重

鎮
が
多
く
名
を
連
ね
て
い
る
。
重
鎮
の
中
で
は
江
馬
天
江
が
巻
一
の
巻
頭
、
岡

本
黄
石
が
巻
四
の
巻
頭
に
置
か
れ
、
陳
曼
寿
の
両
者
へ
の
敬
意
が
伺
え
る
。
第

四
位
の
関
根
痴
堂
は
、
陳
曼
寿
と
直
接
の
接
点
は
な
く
、
関
根
が
明
治
十
三
年

二
月
に
刊
行
し
た
漢
詩
集
『
東
京
新
誌
』
か
ら
選
ん
で
い
る
。
東
京
・
横
浜
・

隅
田
川
の
風
俗
を
詠
っ
た
こ
の
詩
集
は
、
東
京
へ
行
く
こ
と
の
か
な
わ
な
か
っ

た
陳
曼
寿
の
気
持
ち
を
充
た
し
た
に
違
い
な
い
。
第
一
位
の
神
田
信
醇
は
、
明

治
十
年
の
序
を
持
つ
『
夕
陽
紅
半
楼
小
稿
』
を
出
版
し
て
お
り
、
陳
曼
寿
が
当

時
の
若
手
の
漢
詩
人
の
中
で
特
に
注
目
し
た
こ
と
に
よ
る
か
。
ま
た
、
第
七
位

の
村
田
香
谷
は
、
今
日
で
は
画
家
と
し
て
名
が
残
る
人
物
で
あ
る
。『
日
本
同

人
詩
選
』
に
は
彼
の
明
治
九
年
、
中
国
へ
旅
し
た
と
き
に
作
ら
れ
た
「
丙
子
十

月
、
余
航
海
清
国
、
与
大
原
子
亨
登
黄
鶴
楼
」「
将
帰
上
海
借
舟
、
至
鎮
江
」

「
大
雪
泊
金
山
下
」
詩
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
母
国
の
風
土
を
直
に
知
る
人
と

し
て
関
心
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
漢
詩
人
た
ち
は
陳
曼
寿
に
対
し
て
、
好

意
を
以
て
迎
え
た
。
そ
れ
は
清
人
に
対
す
る
敬
意
で
あ
る
と
と
も
に
、
彼
の
人

柄
に
対
す
る
敬
慕
、
困
窮
へ
の
同
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
陳
曼
寿
が
大

阪
・
京
都
を
拠
点
と
で
き
た
こ
と
も
、
原
田
・
土
屋
を
始
め
と
す
る
漢
詩
人
た

ち
の
支
援
に
よ
る
。

　

そ
れ
に
応
え
て
、
陳
曼
寿
は
『
日
本
同
人
詩
選
』
を
編
纂
す
る
。
収
録
さ
れ

た
詩
人
は
概
ね
大
阪
・
京
都
・
大
垣
の
漢
詩
壇
に
属
し
、
地
域
の
範
囲
に
お
い

て
は
広
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
は
陳
曼
寿
の
滞
在
期
間
中
に
刊
行
し
よ
う
と

し
た
た
め
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
陳
曼
寿
が
実
際
に
接

し
た
詩
人
た
ち
と
の
交
流
の
証
で
も
あ
り
、
明
治
前
期
に
お
け
る
日
中
の
文
化

交
流
を
知
る
上
で
必
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
陳
曼
寿
は
凡
例
に
お
い
て
、
日
本
人
が
古
詩
を
作
る
と
き
、
平
仄
に

つ
い
て
曖
昧
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
漢
詩
人
た
ち

に
古
詩
に
対
す
る
認
識
を
改
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
江
馬
天
江
は
明
治
十

七
年
六
月
に
古
詩
の
平
仄
に
つ
い
て
『
古
詩
声
譜
』
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
れ

は
自
ら
選
ん
だ
古
詩
に
平
仄
を
示
し
、
具
体
的
に
古
詩
の
平
仄
の
規
則
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
江
馬
は
序
文
に
お
い
て
、
陳
曼
寿
の
指
摘
に
よ
っ
て
古
詩
の

平
仄
に
つ
い
て
の
疑
問
が
解
け
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
陳
曼
寿
の
詩
論
の
影

響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
明
治
十
六
年
三
月
に
森
槐

南
は
、
王
漁
洋
が
著
し
、
翁
方
綱
が
補
訂
を
し
た
『
古
詩
平
仄
論
』
を
翻
刻
し

て
い
る
。
あ
る
い
は
陳
曼
寿
の
指
摘
を
耳
に
し
た
こ
と
に
よ
る
出
版
か
も
し
れ

な
い
。

　

そ
し
て
、
陳
曼
寿
に
と
っ
て
は
、
三
年
に
及
ぶ
日
本
滞
在
の
記
念
で
あ
り
、

自
分
を
支
え
て
く
れ
た
人
々
へ
の
最
後
の
挨
拶
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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附　

陳
曼
寿
と
土
屋
弘

　

多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た
陳
曼
寿
に
と
っ
て
、
最
も
深
い
関
係
を
持
っ
た

の
は
土
屋
弘
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
日
本
の
漢
詩
人
の
詩
文
集
の
内
、
土
屋
の
詩

文
集
『
晩
晴
楼
詩
鈔
』『
晩
晴
楼
文
鈔
』
に
最
も
多
く
交
流
の
跡
が
見
ら
れ
る

こ
と
に
よ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
ま
ず
土
屋
が
明
治
十
四
年
に
生
ま
れ
て
半
年

の
娘
を
失
っ
た
と
き
、
陳
曼
寿
へ
送
っ
た
手
紙
を
示

（
（（
（

す
。

陳
曼
寿
に
与
う

　

三
月
中
、
弟
は
一
女
を
挙
ぐ
。
鍾
愛
、
啻
だ
に
掌
珠
の
み
な
ら
ず
。
而

れ
ど
も
頃
日
、
之
を
喪
ふ
。
憶
ふ
に
往
日
、
老
台
、
弊
廬
を
過よ

ぎ

る
。
女
は

婢
に
抱
か
れ
、
老
台
に
謁
す
。
老
台
、
取
り
て
之
を
膝
上
に
置
き
、
愛
撫

し
て
已
ま
ず
。
状
、
猶
ほ
目
に
在
り
。
而い

今ま

、
則
ち
亡
し
。
老
台
、
且ま

さ

に

此
の
割
腸
の
情
を
察
せ
ん
。
聊
か
詩
を
賦
し
、
以
て
餘
哀
を
洩
ら
す
。
詩

に
曰
く
、

汝
父
兮
汝
母
兮　

汝
が
父　

汝
が
母

説
着
汝
輙
催
愁　

汝
を
説と

着
く
に
輙
ち
愁
ひ
を
催
す

奈
此
中
腸
如
断　

此
の
中
腸
の
断
た
る
る
が
如
き
を
奈
せ
ん

奈
此
漲
乳
欲
流　

此
の
漲
乳
の
流
れ
ん
と
す
る
を
奈
せ
ん

感
夷
甫
子
情
鍾　

夷
甫
の
子
の
情
鍾あ

つ

ま
る
に
感
じ

怪
東
門
於
不
憂　

東
門
の
憂
え
ざ
る
を
怪
し
む

笑
容
藹
藹
在
目　

笑
容
藹あ

い

藹あ
い

と
し
て
目
に
在
り

悲
由
衷
莫
暫
休　

悲
し
み
は
衷
由
り
し
て
暫
く
も
休
む
莫
し

一
読
し
て
幸

こ
ひ
ね
が

は
く
ば
痛
正
を
賜
は
ら
ん
こ
と
を
。
不
宣
。
十
月
念
三
日
。

「
夷
甫
子
情
鍾
」
は
『
晋
書
』
巻
四
十
三
に
あ
る
王
衍
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。

東
晋
の
王
衍
が
子
供
を
失
う
と
、
山
簡
が
弔
問
に
訪
れ
る
。
こ
ら
え
ら
れ
な
い

悲
し
み
に
あ
る
王
衍
に
対
し
て
、
山
簡
が
そ
の
悲
し
み
は
過
度
で
は
な
い
か
と

問
う
と
、
王
衍
は
「
優
れ
た
人
は
思
い
に
と
ら
わ
れ
ず
、
く
だ
ら
な
い
者
は
思

い
を
抱
く
ま
で
に
も
及
ば
な
い
。
様
々
な
思
い
が
集
ま
る
の
は
他
で
も
な
い
、

我
々
の
よ
う
な
者
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
ま
た
、「
東
門
於
不
憂
」
は
『
列
子
』

力
命
、『
戦
国
策
』
秦
策
に
あ
る
東
門
呉
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
戦
国
時
代
、

魏
の
東
門
呉
が
子
供
を
失
っ
て
も
悲
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
妻
が
「
あ
な
た

は
世
の
中
で
一
番
あ
の
子
を
愛
し
て
い
た
の
に
、
ど
う
し
て
悲
し
む
こ
と
が
な

い
の
で
す
か
」
と
尋
ね
た
。
東
門
呉
は
「
子
供
が
い
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
悲

し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
、
子
供
が
死
ん
で
、
子
供
が
い
な
か
っ
た
と
き
と

同
じ
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
、
何
を
悲
し
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
答
え
た
。
と

も
に
子
供
を
失
っ
た
と
き
の
反
応
を
基
と
し
て
い
る
が
、
土
屋
は
深
い
悲
し
み

に
あ
る
王
衍
に
同
情
し
、
悲
し
む
こ
と
の
な
い
東
門
呉
を
訝
し
む
。
土
屋
の
子

供
を
失
っ
た
悲
し
み
を
表
現
し
た
対
句
で
あ
る
。
陳
曼
寿
に
「
餘
哀
を
洩
ら
」

し
て
、
子
供
を
失
い
、
悲
し
む
父
親
と
い
う
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

両
者
の
関
係
が
深
い
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
は
、
陳
曼
寿
が
「
余
、
四
子
一
女

有
り
（
陳
曼
寿
「
乃
亨
翁
歌
」
の
自
注
）」
で
あ
る
こ
と
も
、
土
屋
が
思
い
を

打
ち
明
け
ら
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
思
い
に
陳
曼
寿
は
次
の
詩
を
贈
っ
て
、
追
悼
の
意
を
表

（
（（
（

す
。

　

光
緒
七
年
歳
末
次
辛
巳
の
孟
冬
、
麋び

城じ
ょ
う

の
客
館
に
於
い
て
、
弘
毅マ

マ

先

生
の
手
書
を
得
。
喪
女
の
痛
有
る
を
知
り
て
、
此
を
賦
し
て
之
を
唁と

む
ら

ふ

上
番
信
宿
高
斎
日　

上は
じ
め
て番　

高
斎
に
信し

ん

宿し
ゅ
く

す
る
日
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曽
抱
嬌
嬰
相
戯
娯　

曽か
つ

て
嬌
嬰
を
抱
き
て
相
戯
娯
す

夜
半
呱
呱
声
在
耳　

夜
半
の
呱こ

呱こ　

声　

耳
に
在
り

書
来
已
失
掌
中
珠　

書　

来
り
て　

已
に
掌
中
の
珠
を
失
ふ

紅
塵
小
謫
半
年
強　

紅
塵
は
小
謫
す　

半
年
強

鍾
愛
知
君
欲
断
腸　

鍾
愛　

君
が
断
腸
せ
ん
と
す
る
を
知
る

一
霎
曇
花
開
又
落　

一い
っ

霎し
ょ
う

の
曇
花　

開
き
又
た
落
つ

人
間
難
覓
返
魂
香　

人じ
ん

間か
ん

覓も
と

め
難
し　

返
魂
香

第
一
首
で
は
、「
初
め
て
土
屋
先
生
の
家
に
二
晩
泊
め
て
も
ら
っ
た
と
き
、
か

わ
い
い
幼
子
を
抱
い
て
楽
し
く
遊
ん
だ
。
そ
の
夜
中
に
泣
い
て
い
た
声
は
今
で

も
耳
に
あ
る
。
し
か
し
、
先
生
か
ら
の
手
紙
が
届
い
て
、
も
う
掌
中
の
珠
の
よ

う
に
慈
し
ん
で
い
た
、
あ
の
幼
子
が
亡
く
な
っ
て
い
た
と
は
」
と
、
最
初
で
最

後
の
出
会
い
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
。
第
二
首
で
は
、「
こ
の
俗
世
に
半
年
強

と
い
う
間
、
か
り
そ
め
に
身
を
寄
せ
た
幼
子
。
先
生
の
深
い
愛
情
を
思
う
と
、

身
を
切
ら
れ
る
よ
う
な
悲
し
み
に
あ
る
こ
と
が
解
る
。
優
曇
華
が
ほ
ん
の
短
い

間
に
咲
き
、
散
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
幼
子
も
ご
く
短
い
命
を
終
え
た
。
だ
が
、

か
つ
て
漢
の
武
帝
が
、
愛
す
る
李
夫
人
の
魂
を
現
世
に
返
す
た
め
焚
い
た
と
い

う
返
魂
香
は
、
こ
の
世
の
中
で
は
求
め
難
い
」
と
、
永
久
の
別
れ
と
な
っ
た
土

屋
の
悲
し
み
に
共
鳴
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
陳
曼
寿
へ
の
追
悼
の
詩
は
、
管
見
で
は
土
屋
の
作
の
み
で
あ

（
（（
（

る
。

聞
陳
曼
寿
病
歿
賦
之
遥
奠　

陳
曼
寿
の
病
歿
を
聞
き
、
之
を
賦
し
て
遥よ

う

奠て
ん

す

仙
山
一
去
路
難
通　

仙
山　

一
た
び
去
れ
ば　

路　

通
じ
難
く

往
事
回
頭
総
作
空　

往
事　

頭
を
回め

ぐ

ら
す
に　

総
て
空く

う

と
作な

す

三
載
訂
交
塵
夢
外　

三
載　

交
を
訂さ

だ

む　

塵
夢
の
外

百
篇
擒
藻
笑
談
中　

百
篇　

藻
を
擒と

る　

笑
談
の
中う

ち

騎
鯨
太
白
身
安
在　

鯨
に
騎
る
太
白　

身　

安
く
に
か
在
る

化
鶴
令
威
跡
已
同　

鶴
と
化
す
令
威　

跡　

已
に
同
じ

別
有
天
涯
吟
社
友　

別
に
天
涯　

吟
社
の
友
有
り

游
魂
応
到
大
瀛
東　

游
魂　

応
に
大だ

い

瀛え
い

の
東
に
到
る
べ
し

「
遥
奠
」
は
遠
い
場
所
か
ら
追
悼
を
す
る
こ
と
。
詩
は
「
別
世
界
に
一
度
去
っ

て
し
ま
え
ば
、
そ
こ
へ
行
く
路
は
通
り
難
い
も
の
と
な
り
、
か
つ
て
の
交
わ
り

を
思
い
起
こ
し
て
も
、
す
べ
て
空
し
い
。
三
年
の
間
、
陳
曼
寿
と
俗
世
を
離
れ

た
文
雅
の
世
界
に
交
わ
り
を
結
び
、
陳
曼
寿
は
楽
し
く
語
ら
い
あ
う
内
に
美
し

い
言
葉
を
我
が
物
と
し
て
、
多
く
の
詩
を
作
ら
れ
た
。
鯨
に
乗
っ
て
月
を
取
ろ

う
と
し
た
李
白
の
よ
う
な
あ
な
た
は
ど
こ
に
お
ら
れ
る
の
か
。
仙
術
を
学
ん
で

鶴
と
な
っ
た
丁
令
維
の
よ
う
に
、
仙
山
に
旅
立
っ
た
あ
な
た
は
、
そ
の
跡
を
尋

ね
難
い
の
も
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
祖
国
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
地
の
果
て
に

あ
る
日
本
に
も
、
詩
を
交
わ
し
た
友
で
あ
る
私
が
い
る
。
あ
な
た
の
ふ
わ
ふ
わ

と
さ
ま
よ
う
魂
は
、
き
っ
と
大
海
原
の
東
に
い
る
私
の
と
こ
ろ
へ
も
来
る
で

し
ょ
う
」
と
、
追
悼
の
思
い
を
綴
っ
て
い
る
。

　

わ
ず
か
三
年
と
い
う
間
で
は
あ
っ
た
が
、
陳
曼
寿
と
土
屋
弘
は
文
雅
の
友
と

し
て
お
互
い
を
認
め
合
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

注
1　

王
宝
平
『
清
代
中
日
学
術
交
流
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）。
第

一
部
第
一
章
「
明
治
前
期
に
来
日
し
た
中
国
文
人
考
」（
十
五
～
五
六
ペ
ー
ジ
）。
蔡
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毅
「
陳
曼
寿
と
『
日
本
同
人
詩
選
』
―
―
中
国
人
が
編
纂
し
た
最
初
の
日
本
漢
詩

集
―
―
」（『
國
語
國
文
』
第
七
二
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
七
〇
五
～
七
二

五
ペ
ー
ジ
）。
陳
捷
『
明
治
前
期
日
中
学
術
交
流
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三

年
二
月
）、
第
二
部
第
二
章
「
清
国
公
使
館
と
日
本
人
と
の
親
交
」（
一
五
二
～
一
五

三
ペ
ー
ジ
）。
特
に
蔡
毅
論
文
よ
り
多
く
の
裨
益
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を

表
す
。

2　
『
清
代
中
日
学
術
交
流
の
研
究
』
三
二
～
三
三
ペ
ー
ジ
。

（　
『
新
文
詩
』
は
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
用
い
た
。

（　
「
余
曩
在
西
京
、
邂
逅
曼
寿
。
一
見
、
偉
其
為
人
。
今
読
此
篇
、
詳
其
平
生
閲
歴
、

益
愛
其
人
、
而
深
慨
其
不
遇
也
」「
半
生
閲
歴
、
了
了
在
目
。
詩
人
之
窮
、
千
古
如
一
。

余
輩
亦
不
得
不
同
病
、
相
憐
也
」

5　

朝
日
新
聞
・
読
売
新
聞
の
記
事
は
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」

に
拠
っ
た
。

（　

二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
推
進
室
所
蔵
本
を
用
い
た
。

・
明
治
十
三
年
四
月
二
十
三
日
条　

舎
主
語
余
曰
「
有
支
那
客
。
在
別
楼
。
曰
陳
曼

寿
。
曰
衛
鋳
生
。
余
乃
見
之
、
原
田
西
疇
在
座
、
為
介
。
鋳
生
数
月
前
在
東
京
、

数
見
。
一
別
以
為
天
涯
、
今
日
復
邂
逅
。
実
為
奇
縁
。
曼
寿
探
袖
中
、
出
岸
吟
香

自
上
海
寄
余
書
、
且
曰
「
弟
於
葉
松
石
家
、
読
蓮
塘
唱
和
。
早
記
名
」
亦
奇
遇
也
。

曼
寿
為
人
、
清
癯
沈
静
、
非
尋
常
漫
遊
士
也
。

・
同
月
二
十
六
日
条　

午
後
、
会
飲
宮
川
坊
不
老
亭
。（
中
略
）
邀
清
人
陳
・
衛
二
子
。

（
後
略
）

・
同
月
二
十
七
日
条　

見
陳
・
衛
二
子
。
衛
病
醒
不
能
起
。
陳
方
俛
焉
書
細
字
。
余

不
欲
煩
之
。
乃
去
。
西
疇
来
曰
「
将
刊
陳
氏
詩
抄
。
余
為
慫
慂
之
」

・
同
月
二
十
九
日
条　

早
起
発
京
。
留
書
、
別
陳
・
衛
二
氏
及
西
疇
。（
後
略
）

7　

明
治
十
三
年
五
月
五
日
条　
『
朝
野
新
聞　

縮
刷
版
』
11
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八

二
年
三
月
）
に
よ
る
。

8　

原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
友
人
岸
田
吟
香
滞
在
支
那
上
海
、
寄
書
于
春
翁
中
有
「
陳
・
蔡
数
子
詩
曰
『
陳
氏

東
游
在
近
。
故
先
寄
示
之
』
吁
天
涯
比
隣
、
文
士
往
来
亦
是
昭
代
之
化
。
其
事
可

喜
。
其
人
可
企
望
焉
」（
陳
曼
寿
「
別
滬
上
諸
同
人
」）

・
陳
氏
来
遊
已
定
。
若
使
蔡
氏
亦
継
至
、
則
亦
添
一
段
佳
話
。（
蔡
寵
九
「
送
陳
曼
寿

游
日
本
」）

9　

近
者
在
西
京
、
邂
逅
陳
子
于
逆
旅
。
雖
匆
卒
間
、
深
服
其
為
人
、
而
其
言
謙
抑
如

此
。
使
人
慚
汗
湿
背
。

10　
『
鷃
笑
新
誌
』
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
女
子
大
学
の
中
島
博
康
氏
の
ご
教
示
に
与
っ
た
。

11　

原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
架
蔵
本
を
用
い
た
。

一
、
日
本
為
同
文
之
国
。
都
人
士
秉
経
酌
雅
、
文
采
煥
然
。
余
游
東
土
、
以
文
字
訂

交
者
、
不
乏
其
人
。
所
惜
足
跡
有
限
、
安
得
挙
一
国
之
詩
与
人
偏
観
而
尽
識
。
故

是
編
専
就
所
相
識
之
人
、
加
意
蒐
輯
。
間
有
神
交
諸
君
筆
札
時
通
者
、
亦
為
編
入
。

以
作
他
日
相
見
之
券
。

一
、
近
来
諸
家
選
本
日
出
、
名
作
已
美
、
不
勝
収
。
然
於
声
調
格
律
、
即
近
体
中
亦

有
錯
誤
、
而
古
体
則
尤
甚
者
。
是
編
所
選
、
皆
合
前
人
矩
矱
、
縦
有
微
瑕
、
不
揣

冒
昧
、
均
為
一
々
酌
正
。

一
、
贈
答
倡
和
諸
什
、
半
属
酬
応
、
似
可
不
列
於
選
。
是
編
択
其
佳
者
、
不
忍
割
愛
。

以
見
一
時
詩
筒
来
往
之
盛
。

一
、
編
中
所
登
、
僅
有
見
一
二
首
者
。
因
其
人
雖
曽
識
面
、
而
未
見
其
全
稿
。
或
於

詩
冊
上
録
得
之
、
或
於
友
人
処
借
抄
之
。
欲
存
其
姓
氏
、
詩
之
精
粗
、
姑
置
勿
論
。

一
、
是
編
不
論
爵
秩
年
歯
、
以
相
識
之
先
後
為
序
。
逐
時
登
選
授
梓
、
嗣
刻
続
出
。

一
、
是
編
所
輯
之
詩
、
悉
係
諸
君
手
抄
見
贈
居
多
、
聞
有
於
他
処
録
得
者
。
筆
墨
余

間
匆
匆
編
次
、
魯
魚
亥
豕
有
所
不
免
。
尚
望
諸
君
閲
後
函
致
更
改
。

�

壬
午
春
日
鴛
湖
詩
老
陳
曼
寿
識

12　
『
晩
晴
楼
文
鈔
』
下
巻
所
収
（「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」）
に
拠
る
。

　
　
　

与
陳
曼
寿

　

三
月
中
、
弟
挙
一
女
。
鍾
愛
不
啻
掌
珠
。
而
頃
日
喪
之
。
憶
往
日
老
台
過
弊
廬
。

女
抱
於
婢
、
謁
老
台
。
老
台
取
置
之
膝
上
、
愛
撫
不
已
。
状
猶
在
目
。
而
今
則
亡
矣
。

老
台
且
察
此
割
腸
之
情
。
聊
賦
詩
、
以
洩
餘
哀
。
詩
曰
汝
父
兮
汝
母
兮
、
説
着
汝
輙

催
愁
。
奈
此
中
腸
如
断
、
奈
此
漲
乳
欲
流
。
感
夷
甫
子
情
鍾
、
怪
東
門
於
不
憂
。
笑

容
藹
藹
在
目
、
悲
由
衷
莫
暫
休
。
一
読
幸
賜
痛
正
。
不
宣
。
十
月
念
三
日
。

1（　
『
追
思
編
』
は
架
蔵
本
を
用
い
た
。

1（　
『
晩
晴
楼
詩
鈔
』
巻
二
（「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」）
に
拠
る
。
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【
付
記
】
本
稿
は
、
第
三
十
二
回
和
漢
比
較
文
学
会
大
会
（
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
九
日
、

於
早
稲
田
大
学
）
で
「
陳
曼
寿
『
日
本
同
人
詩
選
』
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
お
こ

な
っ
た
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
司
会
の
合
山
林
太
郎
氏
、
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
福

井
辰
彦
氏
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
資
料
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
、
え
び

な
書
店
、
中
島
博
康
氏
に
も
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
ひ
の
・
と
し
ひ
こ　

本
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）
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『日本同人詩選』作者一覧
作者名（生没年） 注　　　　　記（【　】内は日野の補注） 掲載詩数＊

巻一

1 江馬欽（1825-1901） 字正人。号天江。京都人。著有退享園詩稿。【『味梅華館
詩鈔』跋】 （7（5）

2 谷鉄臣（1822-1905） 字百錬。号太湖。又号如意山人。近江人。 7（1）

（ 小野長愿（181（-1910）
字侗翁。号湖山。又号狂々先生。近江人。刻有蓮塘倡和
集、湖山近稿、湖山近稿続集、湖山消間集、鄭絵餘意諸
種、行世。【『味梅華館詩鈔』序】

2（（0）

（ 神山述（182（-1889） 字古翁。号鳳陽。又号三野。京都人。 8（0）

5 原田隆
ママ 字子隆。号西疇。浪華人。著有鴨涯吟草。工鉄筆。【『味

梅華館詩鈔』序他、『味梅華館詩鈔』編輯・出版】 （（1）

（ 伊勢華（1822-188（） 字士鞾。号小松
ママ

。山口県人。著有我亦愛吾池詩草。【『味
梅華館詩鈔』題詩】

29（1）

7 宮原龍（180（-1885） 字士淵。号易安。又号潜叟。京都人。 （（0）
8 村松勤 字子業。号逸漁。京都人。 2（0）
9 九富女子鼎 号小洲。讃岐人。著有調鸚館吟草。工絵事。 7（（）
10 鶴田朗 字申明。号松蘿。長崎人。 5（0）
11 山中献（1822-1885） 字静逸。号月橋。又号信天翁。三河人。 11（0）
12 浅井龍（18（2-1907） 字癭橘。号柳塘。又号小白山人。京都人。工山水。 1（0）
1（ 江馬肇 字太初。号梅窓。京都人。 1（1）
1（ 小川僧泰（1857-191（） 字士尚。号果斎。美濃人。 （（1）
15 鈴木寿（1825-1891） 字子康。号百年。又号大椿翁。京都人。工絵事。 （（0）

巻二
1（ 神田信醇（185（-1918） 字子醇。号香巌。京都人。刻有夕陽紅半楼詩稿。 （8（（）
17 賴復（182（-1889） 字士剛。号支峰。安藝人。 11（0）
18 村松発 字中節。号墨海。京都人。 （（0）
19 浅野女子寿 号松江。美濃人。工絵事。 1（0）

20 市村謙（18（2-1899） 字士牧。号水香。又号錦洞仙客。摂津人。著有錦洞居小
稿。【『味梅華館詩鈔』跋】 2（（1）

21 村田叔（18（1-1912） 字蘭雪。号香谷。京都人。工山水。 27（1）
22 戸田光（1851-1908） 字士敬。号葆逸。美濃人。工絵事。著有問鶴園詩稿。 （（1）
2（ 福原亮（1827-191（） 字公亮。号周峰。又号嬾真子。長門人。著有香草吟廬詩鈔。 17（2）
2（ 小林卓蔵（18（1-191（） 号卓斎。京都人。工鉄筆。 1（（1）
25 片山勤 字士業。号精堂。摂津人。 10（0）

巻三
2（ 岡本迪（1810-1897） 字吉甫。号黄石。淡海人。刻有黄石斎詩集、行世。 （（（0）
27 林英（1828-189（） 字俊仲。号雙橋。京都人。原籍淡州。 9（0）
28 内村義城 字正路。号青山。東京人。 1（1）
29 大沼厚（1818-1891） 字子寿。号枕山。東京人。 11（0）
（0 森熊（18（（-1921） 字夢吉。号琴石。又号鉄橋道人。摂津人。工山水。 1（0）

（1 山田鈍（18（（-191（） 字永年。号子静。京都人。刻有古硯堂小稿、皆山楼吟
草、行世。 18（0）

（2 水越成章（18（9-19（（） 字裁之。号耕南。播磨姫路人。 17（0）
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（（ 白川女史幸（185（-1890） 号琴水。飛騨高山人。著有鴨西寓草。工絵事。 8（0）

（（ 森魯直（1819-1889）
字希黄。号春濤。尾張人。編有新文詩、新文詩別集、旧
雨詩抄

ママ

、東海倡和集各種、行世。
20（0）

（5 相良常長 字子義。号錦谷。薩摩人。 5（0）
（（ 菊池純（1819-1891） 字士顕。号三渓。京都人。 12（0）
（7 高木保 字保吉。号如石。美濃人。 （（0）
（8 宮原孝 字政叔。号宕陽。洛陽人。 （（2）

巻四
（9 土屋弘（18（1-192（） 字伯毅。号鳳洲。和泉人。著有晩晴楼詩文集。 28（1）
（0 藤澤恒（18（2-1920） 字君成。号南岳。讃岐高松人。寓大坂。 11（0）
（1 瀧野女子楽 号雨香。浪華人。工画蘭。 （（0）
（2 波部敬 字主一。号竹城。丹波人。住浪華。 1（0）
（（ 小山朝弘（1827-1891） 字士遠。号春山。東京人。刻有官暇勝遊小稿。 1（（1）
（（ 田部密（18（8-1910） 字洗蔵。号苔園。近江人。寓浪華。 2（1）
（5 有馬純心 字成美。号虔堂。又号海翁。越前人。 9（1）
（（ 大雅堂定亮（18（8?-1910） 字百禄。号禄明道士。京都人。 2（1）
（7 河野通胤 字大年。号春颿。淡路人。 7（0）
（8 関根柔（18（1-1890） 字録三郎。号痴堂。愛知県人。刻有東京新詠。行世。 （1（0）
（9 小原正棟 字陸夫。号竹香。美作人。 （（0）
50 石橋僧教（18（（?-191（） 号雲来。播州人。住浪華。有雲来吟交詩刻。 10（0）
51 杉山千和（1821-1899） 字孝夫。美濃人。 （（2）
52 石川足（18（7-1927） 字子淵。号柳城。尾張人。 （（1）
5（ 野村煥（1827-1899） 字士章。号藤陰。美濃人。 7（1）
5（ 山川賢 字士勝。号雪鴻。美濃人。 （（0）
55 後藤束 号聴濤。美濃人。 1（0）
5（ 中島靖 字香国。号蘆洲。美濃人。著有爽気楼詩鈔。 （（1）
57 牧野鉄 字九良。号交翠。岐阜人。 2（0）
58 清水粲蔵 号任所。美濃人。 2（1）
59 関口章 字伯斐。号子裁。但馬人。 （（0）
（0 矢野精 号栗所。美濃人。 2（0）
（1 波多野女史元子（18（（-19（（） 号花涯。浪華人。 1（0）
（2 高木展為 字無為。号秋水。近江人。 2（0）

＊（　）内は、陳曼寿に関係する詩題の数。

掲載詩数順（10 位まで。各巻の最初に配置されている者は、作者名に下線を引き、陳曼寿の
詩集『味梅華館詩鈔』に関わる者は作者名を太字にした。）
1 神田信醇 字子醇。号香巌。京都人。刻有夕陽紅半楼詩稿。 （8

2 江馬欽 字正人。号天江。京都人。著有退享園詩稿。【『味梅華館
詩鈔』跋】 （7

（ 岡本迪 字吉甫。号黄石。淡海人。刻有黄石斎詩集、行世。 （（
（ 関根柔 字録三郎。号痴堂。愛知県人。刻有東京新詠。行世。 （1

5 伊勢華 字士鞾。号小松
ママ

。山口県人。著有我亦愛吾池詩草。【『味
梅華館詩鈔』題詩】

29
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（ 土屋弘 字伯毅。号鳳洲。和泉人。著有晩晴楼詩文集。 28
7 村田叔 字蘭雪。号香谷。京都人。工山水。 27

8 小野長愿
字侗翁。号湖山。又号狂々先生。近江人。刻有蓮塘倡和
集、湖山近稿、湖山近稿続集、湖山消間集、鄭絵餘意諸
種、行世。【『味梅華館詩鈔』序】

2（

9 市村謙 字士牧。号水香。又号錦洞仙客。摂津人。著有錦洞居小
稿。【『味梅華館詩鈔』跋】 2（

10 森魯直 字希黄。号春濤。尾張人。編有新文詩、新文詩別集、旧
雨詩抄、東海倡和集各種、行世。 20

付、京都・大阪の漢詩壇の人々
・『雲来唫交詩』第一～第三集（石橋雲来編、明治十三～十四年刊）に名前が見える者。　岡本
黄石・河野春颿・山中静逸・江馬天江・神山鳳陽・小原竹香・谷鉄臣・藤澤南岳・山田永年・
相良錦谷・福原周峰・大沼枕山・森春濤・宮原易安・菊池三渓・田部苔園・市村水香・小林卓
斎・片山精堂・森琴石・波部竹城・瀧野雨香・小野湖山・頼支峰・陳曼寿・伊勢小淞・神田香
巌・林雙橋・村田香谷・浅井柳塘・鈴木百年（初出順、陳曼寿を含め （1 名。全て『日本同人詩
選』に採録されている。）

美濃・尾張の漢詩壇の人々
・『鷃笑新誌』第一～第十一集（社長：野村煥（藤陰）、編集長：戸田鼎耳（葆逸）明治十四年
～十五年刊）に名前が見える者。　野村藤陰・杉山千和・高木如石・中島蘆洲・矢野栗所・小
川果斎・関口伯斐・後藤聴濤・牧野交翠・戸田葆逸・小林卓斎・石川柳城（柳塘）・清水任所・
原田西疇・陳曼寿・頼支峰・神山鳳陽・小野湖山・山中静逸・高木如石・森春濤・伊勢小淞

（初出順、陳曼寿を含め 22 名。全て『日本同人詩選』に採録されている。）
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